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活動のあゆみ 

グループ結成  

小倉北区テレワークセンターで行なわれた

第一回高齢者 IT 講師養成セミナー参加者の

うち、男女 18 名で平成 13 年 4 月 12 日グル

ープを結成。平成 25 年 3 月の構成は男性 13

名女性 6 名の合計 19 名。 

 

 

IT 講座ボランティアサポート  

北九州市教育委員会に登録し、市主催の第 2

期 IT 講習のサポータとして参加。市内各区の公

民館、小中学校、テレワークセンターへの無償

サポートを 15 名で延べ 851 時間行なった。 

 

 

 

 

IT 講習の講師として参加  

第 3・4 期 IT 講習(平成 13 年 8 月～平成 14 年 2 月)の講師･サポートにグルー

プとして活動。小倉北区公民館 2 箇所、八幡西･東区公民館 3 箇所、能力開発セ

ンターほかで 13 名参加 延べ 816 時間。 

 

自主講座開講  

AIM ビルテレワークセンターにて平

成 13 年 6 月よりスキルアップ主催のパ

ソコン初心者講座、ワード、インターネ

ット、エクセル、デジカメ等の講座を 1

講座 8 時間で年間 12 回開講。講座サポ

ートが多く安心して受講できると好評。初心者が 1 年間でパソコンを楽しんで

使えるようになります。今後もニーズに沿った講座を開設する予定。
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会員のスキルアップ講座開始  

平成 13年 6月～8月外部講師による講座を

20 時間受講し、その後も毎週 1 回の勉強会を

継続。  

 

 

 

 

小学校情報化教育のサポート開始  

平成 13 年 9 月より八幡西区熊西小学校でパ

ソコンボランテ

ィアとしてパソ

コン教育のサポ

ートをスタート。

15 年度より修多

羅小学校(若松区)

で情報化教育を支援。 

 

受託講座を実施  

平成 14 年 2 月より、能力開発センターでの企業のパソコン教育 22 講座を受

託し実施。 
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市民センターIT 講座  

平成 14年 4月以降市内の市民センターパソコンスキルアップ講座講師として

主に IT 講習会後の住民へのフォロー活動開始。 

 また市民センター行事として開催される文化祭にもボランティアとして参加

し、パソコンを使ったデモンストレーションを行なっている。 

        

   

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講生交流会開催   

平成14年4月受講生の交流会をテレワーク

センターで開催し、疑問点をいつでも問い合

わせできるメーリングリストを開設するなど、

受講生の IT 技術のフォローをスタート。 

 

 

 

  

  



 

 

4 

 

NPO 法人認証  

平成 14 年 12 月、福

岡県より NPO 法人の

認証が下り、平成 15

年１月 15 日より特定

非営利活動法人“スキ

ルアップサービス”と

して活動開始。 

 

パソコンクラブ支援開始 

戸畑区Ａ市民センター、小倉北区Ａ市民セ

ンター、小倉南区Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ市民セ

ンター、八幡東区Ａ市民センター、八幡西区

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ市民センター、若松区Ａ・Ｂ

市民センターでパソコンクラブが立ち上が

り、その支援を継続。 

 

  

  

  

  

デデジジカカメメ講講座座開開始始    

最最近近急急速速にに増増ええてていいるるデデジジカカメメ愛愛好好者者のの要要望望にに

応応ええ、、平平成成 1166 年年度度かからら各各市市民民セセンンタターー・・視視聴聴覚覚セセ

ンンタターーかかららのの要要請請にに

よよりり講講師師派派遣遣をを行行っっ

たた。。1188 年年度度はは 1111 講講

座座実実施施。。受受講講生生ごごとと

にに異異ななるるデデジジカカメメ持持込込可可能能のの講講習習がが好好評評。。
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デデジジカカメメ同同好好会会    

会会員員ののススキキルルアアッッププをを目目指指ししててススタターートトしし

たたがが、、今今やや自自主主講講座座受受講講者者、、市市民民セセンンタターーパパ

ソソココンンククララブブのの方方々々とと会会員員ととのの交交流流のの場場ととなな

っってていいるる。。定定期期的的ににババススハハイイクク、、野野外外撮撮影影会会、、

作作品品展展示示会会をを実実施施ししてていいるる。。  

 

  

  

デデジジカカメメ編編集集講講座座 

 デジカメ入門講座に続いて、撮影した写真を

編集ソフトを使って加工・合成し、より高度な

画像に仕上げるための講座を１８年３月より

開始。 

  

  

ととばばたた子子供供ままつつりり・・菖菖蒲蒲ままつつりり・・夜夜宮宮ままつつりり参参加加    

平平成成 1155 年年以以降降夜夜宮宮公公園園、、夜夜宮宮青青少少年年セセンンタターー一一帯帯でで行行ななわわれれるるままつつりりにに子子供供

向向けけ｢｢パパソソココンンでで遊遊ぶぶココーーナナーー｣｣をを開開設設。。パパソソココ

ンンにに自自由由にに触触れれらられれるる

ほほかか、、ククイイズズやや記記念念写写

真真入入りりポポスストトカカーードドがが

そそのの場場ででププリリンントトししてて

ももららええるるイイベベンントトがが好好

評評をを博博ししてていいるる。。  

小小学学生生ととおお年年寄寄りりののココミミュュニニテティィ講講座座    

小小学学生生ががおお年年寄寄りりににパパソソココンンのの使使いい方方をを

教教ええるるとといいううユユニニーーククなな講講座座のの企企画画運運営営をを

担担当当ししたた。。小小学学生生ををままずず講講師師・・ササポポーータタにに養養

成成しし、、そそのの小小学学生生ががおお年年寄寄りりににパパソソココンンにによよ

るる手手紙紙のの書書きき方方をを教教ええ、、｢｢孫孫にに贈贈るる手手紙紙｣｣をを絵絵

入入りりでで作作っっててももららっったた。。小小学学生生はは人人にに教教ええてて

わわかかっっててももららっったたとといいうう達達成成感感をを味味わわいい、、おお

年年寄寄りりもも敬敬遠遠ししてていいたたパパソソココンンがが使使ええたた喜喜

びびでで、、地地域域ににおおけけるる世世代代間間交交流流がが図図れれたた。。
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家家庭庭教教育育学学級級    

小小学学生生をを持持つつおお母母ささんん方方にに、、子子供供たたちちがが学学

校校でで日日頃頃どどんんななここととをを勉勉強強ししてていいるるかかをを知知っっ

ててももららううたためめののシシリリーーズズでで、、｢｢パパソソココンン授授業業｣｣

をを 11 日日担担当当

ししたた。。小小学学

校校ののパパソソココ

ンンととソソフフトト

をを勉勉強強しし、、

最最後後ににイイララスストト入入りりでで｢｢子子供供へへののメメッッセセーージジ｣｣

をを作作っったた。。  

おお母母ささんん方方はは飲飲みみ込込みみがが早早くく、、自自分分のの子子供供一一

人人一一人人にに当当ててたたメメッッセセーージジををききれれいいにに仕仕上上げげ満満足足ししてていいたた。。  

  

障障害害者者福福祉祉施施設設ででふふれれああいい福福祉祉活活動動    

毎毎月月 11 回回、、障障害害者者がが｢｢パパソソココンンでで遊遊びびななががらら、、

一一般般社社会会人人ととふふれれああうう｣｣活活動動のの企企画画運運営営にに参参

加加。。ママウウスス操操作作ももおおぼぼつつかかなないい手手にに手手をを添添ええ

ててややりり、、簡簡単単なな一一つつのの操操作作ををくくりり返返ししななががらら、、

ひひととつつのの作作品品のの完完成成ままでで行行うう。。  

  今今でではは、、おお互互いい会会話話ももででききるるよよううににななりり、、

笑笑顔顔がが多多くくななっっててききたた。。  

  

リリユユーーススパパソソココンン寄寄贈贈事事業業  

  平平成成 1199 年年よよりり NNPPOO法法人人イイーーパパーー

ツツのの協協力力（（北北九九州州市市後後援援））をを得得てて、、

北北九九州州地地域域のの市市民民活活動動団団体体ににリリユユーー

ススパパソソココンン寄寄贈贈事事業業をを行行いい、、各各団団体体

のの情情報報化化、、情情報報発発信信にに貢貢献献ししてていいるる。。

1199 年年度度はは 2299 団団体体 5533 台台、、2200 年年度度はは

1177 団団体体 2299 台台、、2211 年年度度はは 1111 団団体体 2222

台台をを寄寄贈贈。。  
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セセキキュュリリテティィ無無料料講講座座をを開開催催  

IITT のの普普及及にに伴伴っってて、、ウウィィルルスス対対策策、、個個人人

情情報報保保護護のの必必要要性性がが増増ええててききたたののでで、、1199

年年 1122 月月 NNPPOO--IITT 推推進進協協議議会会ととのの共共催催ででママ

イイククロロソソフフトト社社、、NNPPOO 法法人人イイーーパパーーツツよよ

りり講講師師をを招招聘聘しし、、西西日日本本国国際際会会議議場場でで開開催催。。  

  

  

パパソソココンン分分解解講講座座  

パパソソココンンををよよりり一一層層理理解解すするる上上でで内内部部

のの仕仕組組みみをを勉勉強強すするる必必要要ががあありり、、そそののたためめ

にに平平成成 2200 年年 55 月月 NNPPOO 法法人人イイーーパパーーツツにに

講講師師をを依依頼頼ししてて分分解解講講座座をを開開催催。。  

  

  

  

セセキキュュリリテティィササポポーータターー検検定定講講座座  

パパソソココンンややイインンタターーネネッットトはは今今やや私私たたちちのの

生生活活にに欠欠かかせせなないいももののににななっっててききままししたた。。そそ

れれにに伴伴っっててウウィィルルススやや詐詐欺欺、、迷迷惑惑メメーールルななどど

のの脅脅威威もも広広ままっってていいまますす。。安安全全安安心心ななイインンタタ

ーーネネッットト社社会会実実現現ののたためめ、、セセキキュュリリテティィ対対策策

推推進進協協議議会会（（SSPPRREEAADD））ののササポポーータタ養養成成のの

たためめのの講講習習とと検検定定試試験験をを開開催催。。2211 年年 1100 月月

1199 名名、、2233 年年 11 月月 3366 名名がが挑挑戦戦。。  

  

セセキキュュリリテティィママイイススタターー養養成成講講座座  

セセキキュュリリテティィササポポーータターー合合格格者者をを対対象象

にに地地域域でで活活動動ででききるるママイイススタターー養養成成講講

座座をを 2233 年年 33 月月にに実実施施しし、、1122 名名がが受受講講しし

たた。。  
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ササポポセセンンのの日日にに活活動動内内容容発発表表  

北北九九州州市市市市民民活活動動ササポポーートトセセンンタターー

開開催催のの「「ササポポセセンンのの日日」」にに『『情情報報セセキキ

ュュリリテティィととススキキルルアアッッププササーービビススのの活活

動動』』ににつついいてて発発表表  

  

  

ハハロロカカフフェェパパソソココンン教教室室支支援援  

ココララボボララキキャャンンパパススネネッットトワワーークク

「「ハハロロカカフフェェ」」でで北北九九大大学学生生がが子子育育てて

中中ののおお母母ささんんたたちちににデデジジカカメメ写写真真をを取取

りり入入れれたたポポスストトカカーードドのの作作成成、、印印刷刷をを

すするるパパソソココンン教教室室をを支支援援。。  

イインンタターーネネッットト安安全全教教室室講講師師トトレレーーニニンンググ  iinn  北北九九州州開開講講  

  パパソソココンンややススママーートトフフォォンンのの普普及及とと

ととももにに、、金金銭銭目目的的やや遠遠隔隔操操作作ウウィィルルスス

のの犯犯罪罪もも進進化化ししてていいるる。。便便利利・・快快適適にに

使使ううたためめににはは怖怖ささをを知知っってて防防御御すするる必必

要要ががああるる。。日日本本セセキキュュリリテティィ協協議議会会

（（JJNNSSAA））のの講講師師トトレレーーニニンンググをを 2244 年年

1100 月月 2277 日日・・2288 日日開開催催。。2266 名名がが挑挑戦戦。。  

  

  

シシニニアア IITT リリーーダダーー養養成成講講座座  

2299 年年 1100 月月のの土土曜曜日日 44 日日間間、、北北九九大大

パパソソココンン教教室室ににてて第第 44 回回目目をを開開催催。。北北

九九州州地地域域でで IITT リリーーダダーーをを目目指指すす受受講講

者者がが熱熱心心にに指指導導実実習習にに取取りり組組んんだだ。。最最

終終日日にに前前年年度度受受講講者者ででリリーーダダーーととししてて

活活躍躍ししてていいるる先先達達ととのの体体験験交交流流をを行行っっ

たた。。  
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パパソソココンン入入門門講講座座  

2255 年年 99 月月～～1100 月月北北九九大大地地域域創創生生学学群群

学学生生ととのの共共同同企企画画でで 44 日日間間開開催催。。パパソソ

ココンンにに興興味味ははああるるがが操操作作のの経経験験ががなないい

初初心心者者 2200 名名対対象象にに開開催催。。講講座座ササポポーートト

にに毎毎回回学学生生とと合合わわせせてて 1100 名名ががササポポーー

タターーととししてて参参加加。。最最先先端端のの IITT 機機器器ととイイ

ンンタターーネネッットトのの世世界界をを体体験験ししたた。。  

  

  

ホホーームムペペーージジアアッッププ  

2255 年年度度ススキキルルアアッッププササーービビスス公公式式ホホーー

ムムペペーージジをを公公開開ししたた。。沿沿革革やや活活動動のの歩歩みみ、、

年年間間講講座座予予定定、、入入会会案案内内ののほほかか、、各各種種講講

座座ややイイベベンントトのの写写真真をを収収録録。。中中ででもも「「皆皆

ささんんののペペーージジ」」ににはは講講座座受受講講者者ややパパソソココ

ンンククララブブメメンンババーーのの交交流流をを目目指指ししてて趣趣

味味のの作作品品やや自自慢慢のの作作品品をを紹紹介介すするる。。今今後後

改改良良をを加加ええてていいくくととととももにに新新ししいい情情報報

をを掲掲載載ししてていいくく。。  

http：//skillupservice.web.fc2.com/ 

イインンタターーネネッットト安安全全教教室室  

2255 年年 99 月月～～2266 年年 33 月月内内閣閣府府・・JJNNSSAA 全全

国国キキャャララババンンのの一一環環ととししてて、、北北九九州州市市

NNPPOO 公公益益活活動動支支援援事事業業のの指指定定をを受受けけ市市

内内 77 区区 1144 市市民民セセンンタターーでで地地域域住住民民対対象象

にに開開催催。。安安全全快快適適ななパパソソココンンややイインンタターー

ネネッットトのの活活用用とと思思わわぬぬトトララブブルルかからら自自

分分をを守守るる方方法法をを啓啓蒙蒙。。  
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情情報報セセキキュュリリテティィササポポーータターー指指導導者者育育成成講講習習  

2266 年年 22 月月 SSPPRREEAADD 本本部部よよりり講講師師

をを招招へへいい。。有有資資格格者者 2233 名名がが参参加加、、

最最新新のの情情報報機機器器ととツツーールル、、ウウィィルル

ススのの動動向向とと防防御御策策ににつついいてて講講習習とと

ググルルーーププ討討議議をを行行っったた。。  

  

  

  

  

SSccrraattcchh 試試験験披披露露  

MMIITT 開開発発のの青青少少年年向向けけ無無料料ソソフフトト

SSccrraattcchh をを使使っってて、、アアニニメメをを思思いい通通りりにに動動

かかすすププロロググララムムをを戸戸畑畑区区子子どどもも祭祭りりでで試試

験験披披露露。。今今後後実実績績をを積積みみ、、青青少少年年のの創創造造性性

開開発発のの有有効効性性をを検検証証すするる。。  

  

ハハロロカカフフェェ「「パパソソココンンよよろろずず相相談談会会」」  

ココララボボララキキャャンンパパススネネッットトワワーーククのの定定

例例会会「「ハハロロカカフフェェ」」でで子子育育てて中中ののおお母母ささ

んん方方対対象象にに｢｢パパソソココンンをを買買うう時時のの注注意意

点点｣｣ををテテーーママにに相相談談会会をを実実施施。。  

  

 

 

 

コラボラ「観月会」 

2015 年 9 月中秋の名月の時期、来場

者の写真を撮り、デザインはがきに挿

入・印刷してお渡しした。 
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JNSA2015 年度特別賞受賞 

インターネット安全教室を中心とする情

報セキュリティ普及啓発活動により、一

般社会のセキュリティ知識の向上に貢献

したことが評価されたものです。 

 ＩoＴの進展によりインターネット接

続の増加、政府機関・民間企業へのサイ

バー攻撃は伊勢志摩サミット、東京オリ

ンピックに向けて、今後ますます増える

ことが予想されます。 

 個人情報の漏洩、不正請求問題などの問題も多発しています。 

 私たち自身が被害に遭わないことはもちろん、踏み台にされて加害者になる

ようなことのないよう、セキュリティ意識の啓発を続けていく必要があります。 

 

コラボラキャンパスネットワーク連携協定調印式 

４月４日（火）北九州市立大学にて、松尾太加志新学長と加盟６団体の連携に

よる多世代交流・生涯学習事業実施に関する平成２９年度合意書の調印式に参

加しました。コラボラ

学生部の学生さんも同

席しました。 

 これによって、北九

州市立大学を拠点に各

団体の特長を生かした

事業が強い協力体制の

もとで展開されます。 
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北九州市｢まなびネットひまわり｣に登録 

平成 28 年 11 月。今後市内

市民センターからの｢イ

ンターネット安全教室｣

や｢各種パソコン教室｣開

催の要望に沿って、講師

を派遣します。 

 

 

 

 

北九州市｢住むなら北九州！｣応援団体に登録 

平成 28 年 12 月、生涯活

躍のまちの形成を目指し、

北九州市への移住定住を

促進する北九州市の方針

を応援する活動を行って

いきます。 

 

  

 

北九州市環境局職員パソコン講座受託 

平成 29 年 8 月～9 月、環境局職員 200

名のパソコン講座を受託。Word と Excel

の初級 9 班と応用 7 班、それぞれ 1 日コ

ースで午前（8：30～12：00）Word、午

後（13：00～17：00）Excel。 

スキルアップサ－ビスはテキストの作成

と毎日の講師とサポーター計 3 名を派遣、

延べ 96 工数に 15 名が分担して取り組む

総力体制で臨んだ。ｒｄとＥｘｃｅｌの初級

９班と応用７班の構成で、 

分担して取り組む総力体制で臨みました。 
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JNSA インターネット安全教室 講師トレーニング in 北九州開催 

平成 29 年 11 月、北九州国際会議場

にて、東京より専門講師をお招きして

開催。出席者 35 名。講座内容は、セ

キュリティ事件・事故のポイント解説

～講義 に使えるネタ、インターネッ

ト安全教室 How to Teach-クイズ作

成、講師が知っておきたい「最新 事

情」と「聴き手の心に届く講座のコツ」

など 

 

子どものインターネット安全教室開催 

平成 29 年 12 月、北九州市立大学にて開催。大学

生が企画運営・講師を担当。小学生を 4 班に分け、

大学生が各班に 2～3 名入って小学生の発言を引

き出した。小学生のちょっとした発言に大学生か

ら「すごい！」「それで？」などと勇気づけ、より

多くの発言を引き出した。 最終的に小学生全員が

手を上げ各班での話し合い結果を発表した。 

 

新型コロナウィルス襲来 

平成 2 年初

めより、新型

コロナウィ

ルスの世界的流行により、感染防止のため、

政府から緊急事態宣言が発出された。北九

州市でも公共施設での集会、イベント中止

策が取られ、自主講座、パソコンクラブ、

勉強会其の他を使用していた施設が軒並

み使用禁止となり、パソコン公開講座、パソコンクラブ指導、受託講座等が開

催できなくなった。平成 3 年 7 月より徐々に再開できるようになった。 

 

持続化給付金 

パソコンクラブ休止のためスキルアップサービスの収入が平成 2 年 3 月から平

成 3 年 6 月の間、完全にストップした。政府の「持続化給付金」に NPO も申請

できることがわかり、申請し給付を受けることができた。 

 



 

 

14 

 

Ｗｅｂ会議 

コロナ感染防止のため、今まで勉強会、

その他の会議で使用していた施設が使用

できなくなったので、会員が集まること

ができなくなった。これに替わり、Ｗｅ

ｂ会議システムを利用できることが分か

った。会員が自宅に居ながらにしてネッ

ト上でお互いの顔を見ながら話し合いが

できる便利なツールである。最初無料版

ではじめたが、今年度より有料版に切り替え、ＷＥＢ会議方式と一堂に集まる

リアル会議を併用している。 

ＮＰＯ公益活動支援事業補助金 

北九州市の平成 2 年度「プログラム教育無料講座事業」の名前で応募し採用さ

れた。平成2年10月から平成3年3月まで市民センターで無料講座を実施した。

実施講座は合計 28 ヶ所（カーロボットプログラミング 20 ヶ所、Ｓｃｒａｔｃ

ｈプログラミン５ヶ所、ＷＥＢ会議２ヶ所、インターネット１ヶ所だった。 

実施してくれる市民センター募集のため、市の地域振興課を通じて２回のメー

ル送信で呼びかけると同時に、会員２人ずつで全市民センターに訪問説明した。 

実施に際しては各市民センターごとに

事前打ち合わせで受講者数、準備資料の

確認、テキストの印刷を行った。 

カーロボットプログラミングの受講者

はすべて小学生であったため土曜日に

集中し、一日のうち午前、午後と重なる

ケースが多く、備品の運搬、講師・サポ

ーターの移動に苦心した。当初 30 ヶ所

の応募であったがコロナのため受講者

が集まらず２ヶ所が中止された。 



Small Basic 勉強会 

令和元年 7 月より開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

スマホ勉強会 

令和 4 年 4 月より勉強会 

テーマとして取り組んでいる 

 

Google 勉強会 

令和 3 年 4 月勉強会テーマに採用 


